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北
海
道
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
、
テ
レ
ビ
番
組
「
ブ
ギ
ウ
ギ
専
務
」
や
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
な
ど
で
大
活
躍
さ
れ
て
い
る
上
杉
周
大
さ
ん
が
、
今
回
『
幌
加
内
そ
ば
の
里
大
使
』
に

就
任
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
平
成
28
年
４
月
23
日
（
土
）
幌
加
内
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
あ
え
る
」
に
お
い
て
、
町
民
や
フ
ァ
ン
を
集
め
た
就
任
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
就
任
式
で
は
、
細
川
町
長
か
ら
上
杉
大
使
へ
委
嘱
状
と
名
刺
が
交
付
さ
れ
、
上
杉
大
使

が
就
任
へ
の
抱
負
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
杉
大
使
は
、
交
付
さ
れ
た
ば
か
り
の
名
刺
を
来
場
さ
れ
た
方
一
人
ひ
と
り
に

手
渡
し
し
、
握
手
を
交
わ
し
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
会

場
で
、
来
場
者
に
温
か
い
手
打
ち
の
そ
ば
も
振
る
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
上
杉
大
使
は
、
ソ
バ
の
栽
培
や
収
穫
体
験
な
ど
の
農
作
業
や
、
幌
加
内
町
新
そ

ば
祭
り
へ
の
参
加
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
幌
加
内
そ
ば
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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名　刺 大使の畑看板委嘱状

就任式後は、幌加内
高校を訪問

上杉大使人生初の
　　　　　　そば打ちに挑戦！

1982年２月札幌市生まれ。2000年にロックバンド「THE TON-UP NOTORS」を結成
し、ライブやコンサートを中心に活動され、2007年上杉さんをメインとするSTVテレビ
「ブギウギ専務」の放送で、北海道を代表するエンターテイナーとして注目されるようにな
りました。昨年は、映画や舞台デビューも果たし、北海道出身タレントとして今後も益々の
ご活躍が期待されております。

上杉大使経歴紹介
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【事業名】夢・人・郷づくり事業補助金
【概　要】以下の事業を行う場合、補助を行います。
　（１）本町の振興発展のため、まちづくりに意欲ある町民を国内外へ調査研修等派遣する場合。
　（２）国内外との交流および国内での発表会、競技会へ参加する場合。
　（３）町民の資質向上と意識改革のため講師を招へいし、講演会、研修会、学習会、イベント等を開催す

る場合
【補助率】原則対象経費の 50％とします。

地 域 振 興 室

【事業名】農業振興奨励補助金
【概　要】「幌加内町農業振興計画」に定める施策の
推進を図るため、農業者、関係団体等が自ら取り組
む補助対象経費が 50万円以上の事業に補助を行い
ます。
【対象事業】（１）農業基盤整備事業（２）営農施設整
備事業（３）農村環境整備事業（４）環境保全対策推
進事業（５）農業機械導入事業（６）営農対策推進事
業（７）奨励作物振興事業（８）畜産振興対策事業
（９）アグリビジネス推進事業（10）担い手農業者育
成事業（11）農村活性化推進事業（12）地域営農緊急
対策事業
【補助額】補助経費の２分の１以内の額
※対象事業毎に補助対象者や補助金の額などがあり
ますので、ご確認ください。

【事業名】農業振興資金
【概　要】農家・農業生産団体が自主的に農業経営
を拡大し、地域に適合した近代的農業の確立と農家
経済の安定を図るため、必要な資金の融資と利子の
補給（4.0％以内）を行います。
【融資額】（１）個人の場合営農施設整備 1,000 万
円、その他の事業 500万円（２）農業生産団体の場
合は 1,000 万円です。（※土地基盤整備、営農施設
等整備、畜産振興、地力増進、特産物開発は、融資
率事業費の 90％、融資利率 6.5％以内、償還期間
10 年以内（うち据置期間３年以内）、経営安定に
ついては、融資率事業費の 100％、融資利率、償
還期間、据置期間は他と同様。）

産 業 課

（電話 35-2121）

（電話 35-2122）

【事業名】商工業振興奨励補助金
【概　要】「幌加内町総合振興計画」に定める商工業
の活性化施策の推進を図るため、幌加内町商工会員
等及び小規模企業者が自ら取り組む補助対象経費に
補助を行います。
【対象事業】（１）店舗等建設事業（２）店舗等建設用
地取得事業（３）機械設備導入事業（４）担い手経営
支援事業（５）新事業開発研究事業
【補助額】上記（１）（３）の補助経費の２分の１以内
の額で限度 500 万円、上記（２）は、補助経費の全
額で限度 100 万円以内、上記（４）は、100 万円、
上記（５）は、補助経費の２分の１以内の額で限度

100 万円以内。なお、左記（１）（２）（３）の補助金
合計額は、500万円以内です。
※対象事業毎に補助対象要件や補助金の額など上限
が異なりますので、ご確認ください。

【事業名】プレミアム付商品券発行補助金
【概　要】地元商店の振興策として商工会が行うプ
レミアム付商品券の発行に対し、補助金を交付する
事業です。夏期間、冬期間の２回実施しています。
【補助額】10,000 円の商品券に 2,000 円分のプレ
ミアムが付いています。

町の補助・助成事業
特集

町民の皆様に関わる28年度の補助・助成事業をお知らせします。
なお、申請方法など詳しい内容が知りたい場合や、ご不明な点などがありましたら

各担当までお問い合わせください。

地域間交流・地域活性化

農 業 関 連

商 工 業 関 連
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【事業名】持ち家建設促進事業
【概　要】町内に住宅を建設する者（持ち家建設促進奨励金）及び従業員の居住用に供する住宅を建設す
る企業等（雇用促進住宅建設奨励金）に対し、助成します。
【補助額】
①持ち家建設促進奨励金～住宅に係る課税標準額の 100分の 15以内の額として 200万円。特別住宅は
250万円を限度としたものに下記の表に定める加算額を合算した額。

②雇用促進住宅建設奨励金～雇用促進住宅に係る課税標準額の４分の３以内とし、１戸あたり 300万円
が限度としたものに、建設地に係る評価額の２分の１以内を合算した額。

※特別住宅とは、北方型住宅及び長期優良住宅のことです。
※北方型住宅の登録を受け特別住宅として申請する場合は、他の国費事業と重複できない場合があります
ので事前にご相談ください。

【事業名】農業集落排水処理施設排水設備工事改造資金融資あっせん事業
【概　要】農業集落排水設備工事を施工し、自己資金のみでは工事費を一時に負担することが困難であ
る方に対して、融資します。
【融資額】90 万円までを限度額に融資します。
※ 90万円に満たない場合は工事金額となります。また、利子補給は、取扱金融機関が資金を融資したと
きは、資金に係る利子の金額を金融機関との協議書による利子以内で町が利子等を補給します。延滞利子
については負担しません。

【事業名】個別排水処理施設排水設備工事改造資金融資あっせん事業
【概　要】個別排水設備工事を設置し、自己資金のみでは工事費を一時に負担することが困難である方に
対して融資します。
【融資額】90 万円までを限度額に融資します。
※ 90万円に満たない場合は工事金額となります。また、利子補給は、取扱金融機関が資金を融資したと
きは、資金に係る利子の金額を金融機関との協議書による利子以内で町が利子等を補給します。延滞利子
については負担しません。

【事業名】住宅リフォーム補助金事業
【概　要】幌加内町に住民票の登録がされており、自己の居住の用に供する、住宅リフォーム工事を実施
するものに対し、助成します。
【補助額】①工事金額が 30万円を超えるリフォーム工事とし、工事に要した金額の５分の２以内の額とし、
30万円が限度。（町外業者は 20万円が限度）
※工事施工者は建設業の許可が必要です。

建 設 課 （電話 35-2123）

加算項目 用　　件 加　　　　算　　　　額
新築住宅建設加算 住宅を新築した者 一律 200万円
中古住宅購入加算 中古住宅を購入した者 200万円に経年減点補正率を乗じた額

町の補助・助成事業
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【事業名】乳幼児等医療費助成事業
【概　要】乳幼児等（中学校３年生まで）の医療費
の一部を助成します。医療費から基本利用料、食事
療養標準負担額及び付加給付される額を控除して得
た額を保護者に対して助成します。

【事業名】人間ドック受診助成事業
【概　要】人間ドックを受診する 35歳以上の方（幌
加内町国民健康保険の被保険者及び後期高齢者医療
保険被保険者）に対して助成します。
【助成額】20,000 円を限度に助成します。

【事業名】奨学資金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【概　要】高等学校・大学・技術者養成機関・特定の学芸技能
を修得する機関に入学又は在学する方で、学資の支弁困難な者
に対して貸与又は支給します。
【補助額】
①高等学校：月額15,000円以内（幌加内高等学校：１万円以内）
②大学：月額３万円以内
③医師を養成する大学：月額 12万円以内
④技術者養成機関又は特定の学芸技能を習得する機関：月額
３万円以内

教 育 委 員 会 （電話 35-2177）

【事業名】幌加内町害虫駆除薬剤購入補助金
【概　要】幌加内町の区域において発生した害虫（カ
メムシなど）を駆除するための薬剤購入費を助成し
ます。
【補助額】購入金額の２分の１（上限３万円）を補
助します。

【事業名】廃屋等撤去促進事業補助金
【概　要】幌加内町の景観に支障を与え、又は支障
を与える恐れのある建物を撤去し、美しい景観形成
と生活環境の整備を図るための廃屋等撤去の助成を
行います。
【補助額】解体にかかる経費の３分の２（上限 50
万円）を補助します。
※ただし、助成期間内で 1回限り

住 民 課 （電話 35-2124）

【事業名】路線バス利用促進にかかわる助成制度
①バス回数券助成
【概　要】ＪＲ北海道バス深名線の利用を図り、地
域住民の交通手段を確保することを目的として、回
数券・定期券の助成を行います。
【助成対象者】本町に住所を有する 65歳以上の方
及び幌加内高校生
【助成額】1,000 円の回数券を 800 円で購入でき
ます。（1,100 円分利用することができます。）
②バス定期券助成
【助成対象者】本町に住所を有する高校生、大学生、
各種学校生及び本町に住所を有する 65歳以上の方
【助成率】20％以内

【事業名】チャイルドシート等購入費助成
【概　要】乳幼児の交通安全対策と子育て支援の一
環として、チャイルドシート等を新規に購入した保
護者に対し、その購入費用に要した費用の一部を助
成します。
【助成額】20,000 円を限度に
助成します。
※ 20,000 円に満たない場合
はその額となります。

国民健康保険・乳幼児医療

環 境 衛 生

交 通

町の補助・助成事業
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【事業名】インフルエンザワクチン接種事業
【概　要】町内医療機関において、インフルエンザ予
防接種を受ける方に、その費用を助成します。
【接種料金】中学生以下：無料、高校生以上：自己負
担 1,000 円

【事業名】肺炎球菌予防接種助成事業
【概　要】町内医療機関において、肺炎球菌予防接種
を受ける満 70歳以上の高齢者にその費用全額を助成
します。
【接種料金】　無料

【事業名】日本脳炎予防接種助成事業
【概　要】日本脳炎予防接種区域となったため、経過措置対象者（18～ 20歳）の町外医療機関での接種に
対して助成します。
【助成額】6,000 円

【事業名】人間ドック受診助成事業
【概　要】医療機関において人間ドックを受診する 35 歳以上の方（幌加内町国民健康保険の被保険者でな
い）に対して助成します。
【助成額】20,000 円を限度に助成します。
※医療保険から人間ドック受診に係る費用負担を受ける場合は、これを差し引いた額になります。
※平成 26年度から町外医療機関で受診した場合も助成の対象となります。

保 健 福 祉 課 （電話 35-3090）

　高等学校の生徒が幌加内町外へ入学又は在学する保護者の経済的負担軽減を図り、修学機会を確
保することを目的として、下宿等に係る費用の一部を助成いたします。（下宿とは、下宿・アパート・
寮のことを言います。）

【助成対象者】
　町外の高等学校へ入学する者又は在学者で下宿の費用を負担し生計を一にする親族
　（生徒同士で居住している場合はどちらか一人の親族）
【補助額】
　下宿の費用が、月額３万円を超える場合に、生徒一人につき月額１万円を助成（最大 12万円 /
　年を助成）
【対象外となる場合】
　1　下宿の費用が３万円に満たない場合
　2　下宿の入居が連続して１ヶ月に満たない場合
　3　下宿に親族が居住している場合
　4　生計を一にする親族に公租公課を滞納している者がいる場合
　5　国、北海道、他の市町村から下宿費の費用に係る助成を受けている場合
【申請に必要なもの】
　印鑑、下宿の契約書の写し及び領収書等の写し、助成金の振込先が分かるもの
【留意事項】
　1　平成 29年 2月までに申請をお願いします。
　2　助成金の支払いは、下宿費等の領収を確認後 3月末ごろを予定しています。
【お問い合わせ先】
　幌加内町教育委員会　学務課　☎ 35-2177　まで

保 健

～高等学校生徒下宿費等補助事業～【平成28年度新規事業】

町の補助・助成事業
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【事業名】保育料無償化事業
【概　要】双葉保育園・みゆき保育所に入所されて
いる園児の子育て支援策として保育料を無償化して
います。

【事業名】乳幼児任意予防接種助成事業
【概　要】町内の医療機関において、流行性耳下腺
炎（おたふくかぜ）、ロタウイルス、B型肝炎の各
予防接種を受ける乳幼児の保護者に各予防接種費用
を全額助成（接種料金無料）するものです。
※予防接種の対象となる年齢は予防接種により違い
ますので、ご確認ください。

【事業名】風疹予防接種助成事業
【概　要】町内の医療機関において、先天性風疹症
候群の発生を予防することを目的に、対象者（妊娠
中の女性やその家族等）の予防接種費用を全額助成
（接種料金無料）します。

【事業名】遺児手当支給事業
【概　要】生計の中心となっている者を失った義務
教育終了前の児童等を扶養している方に手当を支給
します。
【支給額】月額 2,000 円

【事業名】児童養育手当支給事業
【概　要】３人以上の児童を養育し、かつ、生計を
同じくする方に養育手当を支給します。
【支給額】月額：支給要件児童３人目以降１人につ
き 8,000 円

【事業名】出産祝金支給事業
【概　要】町内に１年以上在住し、２児を養育し、
第３子以上の出産があり、かつ６カ月以上児童を養
育している方に出産祝金を支給します。
【支給額】10 万円

【事業名】妊婦健康診査等助成事業
【概　要】妊婦さん一人につき、妊婦一般健康診査
14回分、超音波検査６回分の受診券を交付し、妊
婦健康診査を医療機関及び助産所で受診していただ
きます。里帰り等のため委託医療機関等以外の医療
機関等で受診した場合は、健康診査の費用を助成し
ます。

【事業名】指定ごみ袋支給事業
【概　要】満２歳に満たない乳幼児、幌加内町障害
者等日常生活用具給付事業・家族介護用品支給事業
により紙おむつの支給を受けている世帯にごみ袋を
支給します。
【支給枚数】燃やせるごみ用 70 リットル袋をひと
月に４枚、年間 50枚程度とします。
※ひと月に満たない場合は１週１枚とします。

【事業名】高齢者等の住みやすい住宅改造事業
【概　要】介助を必要とする高齢者及び重度身体障
がい者が自宅において暮らしやすい生活ができるよ
うに住宅の浴室、便所、洗面所、玄関等を改造する
場合助成を行います。
【助成額】50 万円を限度に費用の 2分の 1を助成
します。

【事業名】除雪サービス事業（在宅生活、介護予防
支援事業）　　
【概　要】一人暮らしの高齢者、高齢者世帯等で、
自力で除雪することが困難な方に対して、自立した
生活及び介護予防を支援するために、除雪時に家屋
の玄関、居間 ･寝室の窓、屋根の除雪を行います。
【自己負担額】１シーズン　6,000 円

【事業名】寝たきり老人等介護手当支給事業
【概　要】65 歳以上の在宅の寝たきり老人、65 歳
未満の在宅者寝たきり重度心身障がい者、65歳未
満の寝たきり特定疾患患者又は認知症の状態にある
者の介護者に対し、介護手当を支給します。
【支給額】月額：8,000 円

【事業名】家族介護用品支給事業
【概　要】町民税非課税世帯であり、要介護４また
は５の介護保険の認定を受け、在宅で常時介護を受
けている者を介護する家族に対し、月額 8,500 円
以内、年額 10万円以内の介護用品を現物支給しま
す。

子 育 て 支 援

介 護

町の補助・助成事業
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【事業名】高齢者世帯等生活支援費支給事業
（１）除雪費支給　　　　　　　　　　　　　　　　　
【概　要】世帯主が 70 歳以上、同居の親族が 65
歳以上の老人で構成されている世帯や 70歳以上の
独居老人世帯、母子世帯、身体障害者手帳１級又は
２級に該当し、その方の収入により生計が維持され
ている世帯等に除雪費の一部を助成します。
【支給額】25,000 円以内　

（２）福祉灯油代支給　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【概　要】世帯の前年の総所得金額を合計し、配偶
者及び扶養親族等の数に応じて算出された、定めら
れた所得等の基準以下の老人家庭等に暖房用灯油代
の一部を助成します。
【支給額】年額：7,000 円

（３）高齢者福祉手当支給　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【概　要】町民税非課税世帯で年齢 70 歳以上の高
齢者に対し手当を支給します。
【支給額】年額：10,000 円

【事業名】高齢者敬老事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【概　要】以下の事業に対して助成をおこないます。
敬老事業：各自治区で実施する敬老会事業の経費
として、満年齢 75歳以上の敬老者に対して 1人
3,000 円を助成します。

百歳記念祝金：百歳に達する方に５万円の百歳記念
祝金を贈呈します。

金　　杯：結婚後 50年目の夫婦に金婚記念品とし
て金杯を贈呈します。

【事業名】高齢者等「せいわ温泉ルオント」入館料
優待事業　　　　　　　　　
【概　要】満 65 歳以上の方、身体障害者手帳の交
付を受けた方、療育手帳の交付を受けた方、精神障
害者保健福祉手帳の交付を受けた方に年 24回分の
「政和温泉ルオント」の入館料優待券を交付します。

【事業名】成年後見制度利用支援事業
【概　要】判断能力が不十分で日常生活に支障があ
り、成年後見制度の対象となった方の利用料の助成
を行います。
【助成額】（１）在宅生活者　月額：28,000 円　（２）
施設等入所者　月額：18,000 円

【事業名】身体障害者用自動車改造費助成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【概　要】重度の上肢、下肢または体幹機能障害を
有する重度身体障害者（児）が就労、通学、通院、
通所、生業等のために自動車を取得し、改造する場
合に要する経費の一部を助成します。
【助成限度額】100,000 円
※自ら運転する自動車の場合は、操作装置および駆
動装置等の改造に要する経費となります。

【事業名】障害者福祉手当支給事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【概　要】町民税非課税で、身体障害者手帳１級又
は２級に該当する方、療育手帳の交付を受けた方、
精神障害者保健福祉手帳の１級又は２級に該当する
方、国民年金法の障害者基礎年金を受けている方に
対して手当を支給します。
【支給額】年額：１万円

【事業名】在宅障害者（児）施設通所費助成事業　　　　　　　　　　　　　　　　
【概　要】心身障害者（児）及び精神障害者が社会
復帰するための施設や訓練施設へ通所する交通費を
助成します。
【助成額】交通費の半額

【事業名】在宅障害児療育費助成事業
【概　要】療育機関に通所する在宅障害児が療育指
導を受けるために要する自己負担額を助成します。

【事業名】精神障害者通院交通費助成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【概　要】精神障害者に対して、月２回分を限度に
通院交通費を助成します。

【事業名】難病患者通院費助成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【概　要】難病患者に対して、月２回分を限度に通
院費の実費相当額を助成します。

障 が い 者・ 高 齢 者 関 連

町の補助・助成事業
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朱鞠内小学校入学式
4月 7日（木）　新入生 1名

　４月に行われました小・中・高等学校の入学式と
保育園の入園式の様子をご紹介します。

平成28年度～入学式＆入園式～

幌加内高等学校入学式
4月 8日（金）　新入生 24名

幌加内中学校入学式
4月 7日（木）　新入生 8名

幌加内小学校入学式
4月 7日　（木）　新入生6名

双葉保育園入園式
4月 1日（金）　新園児５名
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　5月 2 日（月）、幌加内中学校駐車場において、
交通安全教室が行われました。
　士別トラック協会の協力により、ダミー人形を
使ったトラックとの模擬事故を見た生徒達は、交通
事故に対して、更なる注意意識を持ちました。

中学校
交通安全教室

　4月 28 日（木）、幌加内小学校において、交通
安全教室が行われました。
　皆さんが普段乗っている自転車の危険性と便利性
を、士別署の警察官が教えてくれました。

小学校
交通安全教室

　4月 26 日（火）、深川地区消防組合幌加内支署
による、春の防火パレードが行われました。消防車
など 12台で消防署前から母子里地区までパレード
しながら、火災予防を呼び掛けました。

春の防災パレード 朱鞠内小学校
交通安全教室

　5月 2日（月）、朱鞠内支所駐車場において、交
通安全教室が行われました。
　車の危険性や自転車の運転の際の注意事項など、
士別署の警察官が教えてくれました。

2016.511



　4月 25 日（月）、札幌市手稲区在住の小柳伸司様
が幌加内町に一般寄付として 100 万円を寄付してく
ださいました。
　今回の寄付は、伸司様のご母堂様であります小柳ア
ヤ子様が長年、母子里に居住されておりましたが、3
月 30 日（水）にご逝去されました。生前のアヤ子様
のご意志と伸司様のご好意により、母子里の私有地
（661㎡）と 100 万円のご寄付をいただきました。
　小柳様へは、5月 2日（月）に札幌市のご自宅へ伺
い、町長より感謝状の贈呈をさせていただきました。
　浄財は本町の医療・介護の充実に役立てる予定です。

高額寄付者

手
紙

お
答
え

　そ
ば
の
付
加
価
値
向
上
・
そ
ば
の
花
を
活
か
し
た
景
観
作

り
等
、
そ
ば
で
の
地
域
振
興
策
を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

そ
ば
の
付
加
価
値
を
上
げ
て
い
く
活
動
は
行
政
だ
け

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
生
産
者
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
、
商
店
、

商
工
会
、
行
政
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
役
割
を
認
識
・

情
報
を
共
有
し
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
進
め
ら
れ
る
事
業
を
含
め
て
、
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
行
政
の
望
ま
し
い
形
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

産
地
と
し
て
の
使
命
は
、
ま
ず
は
高
品
質
で
安
定
し

た
「
そ
ば
」
の
収
量
を
確
保
す
る
た
め
の
農
業
基
盤
整

備
事
業
の
推
進
や
、「
玄
そ
ば
」
が
オ
ー
ル
幌
加
内
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
で
き
る
出
荷
体
制
の
た
め
の
整
備

支
援
、
幌
加
内
高
校
に
お
け
る
そ
ば
授
業
の
展
開
や
、

手
打
ち
蕎
麦
研
に
よ
る
「
こ
だ
わ
り
の
蕎
麦
提
供
」
等
、

こ
れ
ら
の
結
果
が
総
合
的
に
あ
い
ま
っ
て
、
付
加
価
値

の
向
上
に
繋
が
っ
て
き
た
も
の
で
、
今
後
も
継
続
、
よ

り
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
付
加
価
値
の
向

上
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
は
、
発
信
者
側
が
決
め
る

も
の
で
は
な
く
、
実
需
者
や
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
支
援

に
よ
り
作
り
上
げ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
そ
ば
だ
け
で
は
な
く
、「
幌
加
内
」
の
地
名
を

含
め
て
大
き
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ば
の
花
を
活
か
し
た
景
観
作
り
に
つ
き
ま
し
て

も
、
各
関
係
機
関
の
情
報
共
有
と
理
解
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
観
光
協
会
や
そ
ば
活
性
化
協
議
会
で

は
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
の
整
備
や
「
そ
ば
の
丘
」
の
看
板

の
設
置
等
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
ば
振
興
計
画
で

も
、
そ
ば
の
畑
の
景
観
活
用
に
つ
い
て
、
部
会
（
観
光

部
会
）
で
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
の
検
討
内
容
を
基
に
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
あ
く
ま
で
も
一
案
で
す
が
、
利
雪
型
低
温
倉

庫
の
運
転
に
よ
り
、
安
定
し
た
良
品
質
の
玄
そ
ば
提
供

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
そ
ば
祭
り
の
開
催

期
日
を
開
催
当
初
の
７
月
末
に
変
更
す
る
こ
と
も
、
そ

ば
の
花
が
最
盛
期
の
景
観
を
堪
能
し
て
も
ら
え
る
一
石

二
鳥
の
効
果
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
て
お
り

ま
す
。

町
長
へ
の
手
紙　

第
５
回
手
紙
内
容
紹
介

2016.5 12



幌加内中学校
教頭　岸田　賢治

①前経歴
南富良野中学校

②自己ＰＲと抱負
　小学生のころから朱鞠内湖に釣
りに来て、もう何百回にもなりま
す。ですからこの自然豊かな幌加
内町に赴任でき、幸せをかみしめ
ています。また、そばも大好きで、
これもまた日本一の産地に住むこ
とができてうれしい限りです。早
く町に慣れて幌加内の子どもたち
の教育のために、皆様のお力を借
りながら全力で頑張って行きたい
と思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

幌加内小学校
教頭　玉造　　至

①前経歴
滝上町立滝上小学校

②自己ＰＲと抱負
　早く幌加内町の雰囲気に慣れ
て、しっかりと仕事をしたいと思
います。また，「そば打ち」の経
験がしたいと思っています。チャ
ンスがあれば、「そば打ち資格」
にもチャレンジできるくらいに
なってみたいと思います。幌加内
小学校の児童といっしょに多くの
体験をして、一緒に成長したいと
思っていますので、皆様からのご
指導ご鞭撻のほどをよろしくお願
い致します。

朱鞠内小学校
校長　遠藤　友文

①前経歴
士別南小学校

②自己ＰＲと抱負
　本校は小さな学校です。だから
こそ、子ども一人一人を大切にし、
地域の高い教育力を有効に活かす
学校づくりを推進します。また、
来年の開校百周年記念事業を，地
域・職員とともに進めていきます。
私は自身の趣味として合唱曲を歌
い続けてきました。朱小の職員や
子どもたち，地域の皆さんと調和
し、美しいハーモニーを奏でられ
るよう鋭意努力してまいります。

新しい校長先生、教頭先生紹介

学校給食米寄贈

　4月 12 日（火）、幌加内町役場において、北空
知広域農業協同組合連合会様から学校給食用米の贈
呈式が行われました。
　きたそらち農業協同組合　早崎優美代表理事組合
長様から学校給食米（２ヵ月分）の寄付を頂きまし
た。

幌加内そばの里アドバイザー
に委嘱されました

　幌加内そばの里アドバイザーは、専門的な知識と
経験を活かして、そば振興及び関連する事項の推進
に必要な助言を得ることが期待できる方から町長が
委嘱します。
　この度、全麺協理事長で、そば振興や地域おこし
の分野で広く国内外にわたり、ご活躍されている中
谷信一さんが委嘱されました。委嘱期間は、平成
28 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日までの 2
年間です。
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軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
（
火
）
で
す

　
「
納
税
通
知
書
」
が
お
手
元
に
あ

る
方
で
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
で
な

い
方
は
、
納
税
通
知
書
を
お
持
ち
の

上
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

は
、
口
座
残
高
の
確
認
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
納
付
場
所

北
空
知
信
用
金
庫
本
支
店
、
き
た
そ

ら
ち
農
業
協
同
組
合
幌
加
内
支
所
、

役
場
出
納
窓
口
、
役
場
朱
鞠
内
支
所

【
お
問
い
合
わ
せ
】

役
場
総
務
課
税
務
係

☎
35－

２
１
２
１
（
内
１
１
５
）

　国内で就労している外国人は多数おりますが、その就労状況をみると、社会保険等の未
加入や適正な労働条件が確保されていない等の問題が散見されます。このような状況を踏
まえ、外国人を雇い入れる際は、次の 3点をご確認ください。
　①就労が認められる在留資格であること
　②雇入れ・離職の際には、それぞれハローワークに届出を行うこと
　③社会保険等の加入をはじめ適正な雇用管理を行うこと
なお、厚生労働省では雇用対策法に基づく、外国人労働者の適正な雇用管理のための指針
を定めていますので、ご確認いただき、外国人を雇用する際は、ルールを守って適正に雇
用するようお願いします。
　また、お問合わせにつきましては、お近くのハローワーク又は労働基準監督署までお願
いします。

６月は「外国人労働者問題啓発月間」です。

　放送大学ではテレビ等の放送やインターネット
で授業を行う通信制の大学です。働きながら学ん
で大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々
な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成28年10月入学生を募集していま
す。詳しい資料を送付致しますので、お気軽にお問
い合わせください。

募集学生の種類
－ 教養学部 －

科目履修生 （６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
選科履修生 （１年間在学し、希望する科目を履修）
全科履修生 （４年以上在学し、卒業を目指す）

－ 大 学 院 －
修士科目生 （６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
修士選科生 （１年間在学し、希望する科目を履修）

出願期間
平成28年6月15日～8月31日
平成28年9月1日～9月20日

（インターネットでの出願も受けつけております）
資料請求（無料）・お問い合わせ先

〒060-0817
札幌市北区北17条西8丁目（北海道大学構内）
　　　　　　　　  放送大学北海道学習センター
ＴＥＬ：011-736-6318
放送大学ホームページ　http://www.ouj.ac.jp

放送大学10月入学生募集

士別警察署かわら版
伊勢志摩サミット等の
警備にご協力を！

　本年４月10日から広島県で開催される
外務大臣会合を皮切りに、５月26日から
２日間、三重県伊勢志摩において第42
回主要国首脳会議が開催されます。
　これに伴い、警察から次のことについ
てご協力をお願いします。

◆伊勢志摩サミットの開催に伴い、空港や港、駅な
どの警戒警備が強化されます。
◆不審な人や車、物などを発見された場合は、警察
への通報をお願いします。

士別警察署　㈹23－0110

６月は「外国人労働者問題啓発月間」です。６月は「外国人労働者問題啓発月間」です。
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国民年金の請求手続き
　老齢基礎年金は原則として 65歳の誕生日の前日から手続きができ、支給
は 65歳の誕生月の翌月分からです。
　年金は、「受給開始年齢になれば黙っていてももらえる」と言う訳ではあ
りません。本人からの請求手続きがなければ支給されませんので、必要な書
類を揃えて最寄りの年金事務所もしくは役場の年金窓口などで請求してくだ
さい。

１．基礎年金番号と異なった記号番号の年金手帳、また記載されている氏名などに間違いが
ある、年金手帳が２冊以上ある場合
２．転職などで厚生年金の被保険者期間がきちんと記録されているかどうか不安のある場合
（過去の職歴をすべて書き出しておく）

⇒年金手帳・印鑑を持参し、最寄りの年金事務所へ！

請求手続きの前に、もう一度確認しましょう

１．必ず必要なもの
　　　⑴　年金手帳　　　⑵　戸籍謄本　　　⑶　本人名義の通帳　　　⑷　印鑑
２．人によっては必要となるもの
　　　⑴　本人又は配偶者の年金証書（他の公的年金を受給している方）
　　　⑵　住民票
　　　⑶　年金加入期間確認通知書（共済に加入したことのある方）
　　　⑷　本人の源泉徴収票または課税・非課税証明書

⇒その他の必要な書類については年金事務所に確認ください

請求手続きに必要なもの

１．受給資格期間（原則として最低25年）を満たしていない方
２．年金額を満額に近づけたい方

⇒任意加入制度の利用がおすすめ！
※　60歳以後も65歳になるまでは任意加入することができます。ただし、任意加入につい
ては60歳以後、加入を申し出た月からとなります。

受給資格期間が足りない、年金額を増やしたい ･･･

　毎年、偶数月の15日（金融機関の営業日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその前日の営業日）
の年 6回に分けて、支給月の前 2ヶ月分が支払われます。

年金の支払日
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料率の見直しについて～

■　保険料率が変わりました

■　均等割２割・５割軽減の範囲が拡大しました

◆　保険料の計算方法（平成28年度）

平成28年度の保険料額は、７月に個別にお知らせします。
●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

　被保険者の皆さまにお支払いいただく保険料は、２年ごとに定める保険料率をもとに決めるこ
とになっています。平成 28・29 年度の新しい保険料率は、次のとおりです。

　平成 27 年度まで

　保険料額は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」
の合計で計算します。

　平成 28年度より

●均 等 割
（被保険者が等しく負担）

●所 得 割
（被保険者の所得に応じて負担）

●賦 課 限 度 額
（１年間の保険料の上限額）

平成26・27年度
（年間）
51,472 円

平成26・27年度
10.52%

平成26・27年度
57万円

➡
➡
➡

➡

　　平成28・29年度
（年間）　49,809 円（1,663 円減）
　　平成 28・29年度
　　　　10.51%（0.01 ポイント減）
　　平成 28・29年度
　　　　57 万円（変更なし）

軽減割合 所得が次の金額以下の世帯
５割軽減 33万円＋（26万円×世帯の被保険者数）
２割軽減 33万円＋（47万円×世帯の被保険者数）

軽減割合 所得が次の金額以下の世帯
５割軽減 33万円＋（26万5千円×世帯の被保険者数）
２割軽減 33万円＋（48万円×世帯の被保険者数）

均　等　割
【１人当たりの額】

49,809 円
＋

所　得　割
【被保険者本人の所得に応じた額】
（平成27年中の所得－ 33万円）× 10.51％

＝
１年間の保険料
【限度額57万円】

（100円未満切り捨て）
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■　年間保険料額の例

①　均等割の軽減

③　被用者保険の被扶養者だった方の軽減

②　所得割の軽減

　世帯の所得に応じて、４段階の軽減があります。
所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 平成28年度 前年度比

33万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入のみの場合、受給額80万円以下） ９割軽減 ➡ 4,980円 約　200円減

33万円 8.5割軽減 ➡ 7,471円 約　300円減
33万円＋（26万5千円×世帯の被保険者数） ５割軽減 ➡ 24,904円 約　800円減
33万円＋（48万円×世帯の被保険者数） ２割軽減 ➡ 39,847円 約1,300円減

●軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
●昭和26年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに15万円を引
いた額で判定します。

●　単身世帯の場合

年金収入 均等割
軽減

所得割
軽減 平成28年度 前年度比

80万円 9割 ― 4,900円 200円減

153万円 8.5割 ― 7,400円 300円減

168万円 8.5割 5割 15,300円 300円減

194万円 5割 5割 46,400円 900円減

194.5万円 5割 5割 46,700円 16,300円減

211万円 2割 5割 70,300円 1,300円減

215万円 2割 ― 105,000円 1,400円減

216万円 2割 ― 106,000円 11,700円減

●夫婦２人世帯（共に被保険者）で、
　妻の年金収入が80万円以下の場合

夫の
年金収入

区
分
均等割
軽減

所得割
軽減 平成28年度 前年度比

80万円 夫 9割 ― 4,900円 200円減
妻 ― 4,900円 200円減

153万円 夫 8.5割 ― 7,400円 300円減
妻 ― 7,400円 300円減

168万円 夫 8.5割 5割 15,300円 300円減
妻 ― 7,400円 300円減

211万円 夫 5割 5割 55,300円 900円減
妻 ― 24,900円 800円減

220万円 夫 5割 ― 95,300円 900円減
妻 ― 24,900円 800円減

221万円 夫 5割 ― 96,300円 16,400円減
妻 ― 24,900円 16,200円減

262万円 夫 2割 ― 154,400円 1,400円減
妻 ― 39,800円 1,300円減

264万円 夫 2割 ― 156,500円 11,700円減
妻 ― 39,800円 11,600円減

　この制度に加入したときに被用者保険（主にサラリーマンの方が加入している健康保険）の被
扶養者だった方は、所得割はかからず、均等割が９割軽減になります。

　被保険者個人の所得で判定します。
所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方 ５割軽減

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062
   札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
   電話　011－290－5601

幌加内町役場　後期高齢者医療係
電話　35－2124

■　保険料の軽減について
　次の①～③に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減されます。
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月　日 時　間 会場（対象地区）

7/13
（水）

９：00～10：00 朱鞠内老人クラブ
（朱鞠内）

13：00～13：30 添牛内コミュニティセンター
(添牛内・北星・大曲 )

7/14
（木）

９：00～10：00 政和コミュニティセンター
（政和・新富）

13：00～14：00 沼牛研修センター
(下幌 ･沼牛 ･弥運内 ･新成生 )

7/20
（水）

９：00～11：00
13：00～15：00

保健福祉総合センター
(幌加内市街地等上記以外 )

7/21
（木）

９：00～11：00
13：00～15：00

保健福祉総合センター
(幌加内市街地等上記以外 )

●乳幼児・児童に関する行事
フッ化物塗布 ８日（水） 双葉保育園 15：30～16：30

９日（木） みゆき保育所（朱鞠内） 10：30～10：45
乳幼児相談 15日（水） 保健福祉総合センター 14：00～15：00
子育て教室 23日（木） 農業活性化センター 10：00～11：30

乳幼児予防接種

７日（火）

町立病院 15：00～16：3014日（火）
21日（火）
28日（火）

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

１日（水） 母子里老人クラブ 10：00～11：30
９日（木） 添牛内老人クラブ 10：00～11：00
10日（金） 幌加内老人クラブ 10：00～11：00
13日（月） 政和老人クラブ 10：00～11：00
22日（水） 朱鞠内老人クラブ 10：00～11：00

乳・子宮がん検診 16日（木） 保健福祉総合センター 受診案内をご覧ください

健　康
コラム
2016「特定健診を受けましょう」
　ご自身の健康状態を確認するために、健診を受けることは重要です。特定
健診は、40 ～ 74 歳の保険加入者を対象として実施している健診です。１
年に１度特定健診を受診し、生活習慣の改善が必要な方は、保健指導を受け
ましょう。

６

第198回
「健診を受けたあとも大切」

【特定健診の受け方】
　ご自身が加入している医療保険者（国保の方は幌加内町役場へ、
会社等へお勤めの方とその方の被扶養者）は、お勤め先までお問
い合わせ下さい。

　幌加内町では、39歳までの方を対象にした 30代健診、75歳以上の方を
対象にした後期高齢者健診も同時に実施しておりますので、ぜひご利用くだ
さい。（近くなりましたら、IP告知端末などでご案内いたします）

【特定健診とは】
　日本人の死亡原因の約６割を占め
る生活習慣病の予防のために、４０
歳から７４歳までの方を対象に、メ
タボリックシンドロームに着目した
健診を行います。

　特定健診の結果から、生活習慣病
の発症リスクが高く、生活習慣の改
善による生活習慣病の予防効果が多
く期待できる方に対して、専門ス
タッフ（保健師、栄養士など）が生
活習慣を見直すサポートをします。

【特定保健指導とは】

【メタボリックシンドロームとは】
　内臓脂肪の蓄積を基盤として、「高血糖」「高血圧」「脂質異常症」
などの生活習慣病が複数合併した状態のことを言います。生活習慣
病のひとつひとつは軽微でも、複数の異常が集積することで、動脈
硬化が進行し、脳卒中や心筋梗塞などを引き起こす危険性が飛躍的
に増加すると言われています。

　今年も 7月に集団健診を実施いたします。例年より少し遅い日
程になっていますが、ぜひこの機会に受診してください。

【国保加入者の方の特定健診日程について】
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◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

５月

17日㊋ おはなしぴよぴよ 子育て支援センター 11:00～

18日㊌ 町内合同清掃活動
幌加内市街

朱鞠内市街

19日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
1年生　15:15～

2、3年生　16:00～

20日㊎ チビッ子英語クラブ アトリエ 4～6年生　15:40～

28日㊏ おはなしにこにこ 図書室 11:00～

６月

10日㊎ 高齢者いきいき大学「日本最寒地のビオトープ」 高齢者コミセン 10:30～

14日㊋ おはなしぽかぽか みゆき保育所 10:00～

16日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
1年生　15:15～

2、3年生　16:00～

17日㊎ チビッ子英語クラブ アトリエ 4～6年生　15:40～

21日㊋ おはなしぴよぴよ 子育て支援センター 11:00～

25日㊏
おはなしにこにこ 図書室 11:00～

子ども芸術劇場　人形劇「おだんごぱん」 町民研修センター大講堂 14:00～

■高齢者いきいき大学
【日　時】平成28年6月10日㈮10:30～11:40
【場　所】幌加内町高齢者コミュニティセンター
【対　象】各地区老人クラブ会員
【内　容】『日本最寒地のビオトープ』
　　　　　～庭の生き物が教えてくれること～
【講　師】内海千樫 氏（字雨煙内）
【参加料】無料

■子ども芸術劇場・人形劇
【日　時】平成28年6月25日㈯
　　　　　開場　13：45　上演14：00～
【場　所】町民研修センター「大講堂」
【対　象】幼児・小学生・保護者
【入場料】無料
【上演作品】
　人形劇「おだんごぱん」
　おばあさんが作ったほっかほ
かのおいしそうなおだんごぱん。
窓の下で冷ましていると……
ころころ転がって逃げ出し
ちゃった～！ロシアの民話をお
歌と手遊びで一緒になって楽し
める、参加型の人形劇です。

（上演時間　50分）

◇今月のあたらしい本

・彼女に関する十二章　中島京子／著（中央公論新社）

・向田理髪店　　　　　奥田英朗／著（光文社）

・防謀捜査　　　　　　今野　敏／著（文藝春秋）

・ままならないから私とあなた

朝井リョウ／著（文藝春秋）

正しいと思われていることは、本

当に正しいのか。読者の価値観を

心地よく揺さぶる２篇を収録。

■山村広場のご利用について
　５月14日㈯より山村広場を開放いたします。
　今年度も整備工事のため一部利用できない区域がありま
すので、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。
　ご利用の際はケガのないよう安全な使用をお願いいたし
ます。
【利用規制区域】
　テニスコート（全面）、遊具場（一部）、遊歩道（一部）
　※利用規制区域の開放時期は別途お知らせいたします。
【使用可能時間】6：00～21：00
　※夜間照明のない施設は日没までとなります。
【使用申込み・お問い合わせ】
　教育委員会社会教育係（電話　35－2177）
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と
し
て
２
７
０
万

円
を
追
加
し
た
が
、
職
員
給
与
費

（
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改

正
）
等
に
よ
り
３
０
４
２
万
８
０
０

０
円
を
減
額
と
し
た
。

○
平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
介
護
福
祉
士
の
人
件
費
４
千
円
を

増
額
し
、
介
護
予
防
の
拠
出
費
用
を

対
象
者
減
と
し
同
額
を
減
額
、
補
正

額
０
円
と
し
た
。

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
国
民
健
康

保
健
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
よ
り
、
医
師

給
か
ら
事
務
職
給
ま
で
の
増
減
な
ど

に
よ
り
４
３
４
３
万
円
を
減
額
と
し

た
。

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

・
政
和
簡
易
水
道
施
設
の
配
水
ポ
ン

プ
の
１
基
が
経
年
劣
化
に
よ
り
、
修

理
不
能
に
よ
る
更
新
等
に
よ
り
１
０

７
万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
た
。

　
平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
20
日
に
開
会
さ
れ
、
承
認
１
件
、
議
案
７
件
が
提
出
さ
れ
原
案
の

と
お
り
決
定
し
、
同
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
28
年　
第
１
回
臨
時
会（
１
月
20
日
）

編集：議会広報特別委員会
No.183

編集：議会広報特別委員会

こ
ん
な
こ
と
が

　
決
ま
り
ま
し
た

専

決

処

分

条

例

改

正

補

正

予

算

議会の様子をホームページで
見ることができます！

　議員の活動や広報など掲載しています。
　議会ページは町ホームページから見ることができます。
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第
１
回
定
例
会
を
開
催
！

（
Ｈ
28
年
３
月
８
日
）

○
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正　

・
平
成
28
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱

が
平
成
27
年
12
月
16
日
に
決
定
さ

れ
、
一
部
の
手
続
き
に
お
け
る
個
人

番
号
の
利
用
の
取
り
扱
い
を
見
直
す

方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当

町
の
税
条
例
を
変
更
す
る
も
の
。

○
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正

○
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正

・
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
27
年
度
か

ら
の
給
与
改
定
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
勧
告
に
基
づ
い
た
給
与
表
を
す

べ
て
改
正
し
、
期
末
勤
勉
手
当
の
支

給
割
合
を
年
間
４
・
１
ヶ
月
分
か
ら

年
間
４
・
２
ヶ
月
分
と
す
る
も
の
。

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

・
政
和
浄
水
場
の
修
繕
等
に
よ
り
、

１
０
７
万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
た

が
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
、
手

当
の
改
正
の
変
更
等
に
よ
り
３
０
４

２
万
８
０
０
０
円
を
減
額
と
し
た
。

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
国
民
健
康

保
健
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
よ
り
、
医
師

給
か
ら
事
務
職
給
ま
で
の
増
減
な
ど

に
よ
り
４
３
４
３
万
円
を
減
額
と
し

た
。

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
政
和
簡
易
水
道
施
設
の
配
水
ポ
ン

プ
の
１
基
が
経
年
劣
化
に
よ
り
、
修

理
不
能
に
よ
る
更
新
等
に
よ
り
１
０

７
万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
た
。

第
１
回
定
例
会
を
開
催
！

（
Ｈ
28
年
３
月
15
日
）

○
幌
加
内
町
行
政
不
服
審
査
会
条
例

・
行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
が
改
正

さ
れ
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
に
伴
い
関
係
条
例
を
整
備

す
る
も
の
。

○
行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

・
行
政
不
服
審
査
法
の
全
改
正
に
伴

い
関
係
条
例
を
整
備
す
る
も
の
。

○
幌
加
内
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正

・
人
事
行
政
の
好
評
報
告
及
び
公
表

の
整
備
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

・
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
る
法

律
整
備
の
た
め
改
正
す
る
も
の
。

・
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
る

整
備
の
た
め
改
正
す
る
も
の
。

○
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

・
農
業
委
員
会
法
お
よ
び
行
政
不
服

審
査
法
等
の
関
係
条
例
を
整
備
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の
。

○
幌
加
内
町
農
業
振
興
資
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
に
伴
い
本
町
の
農
業
振
興
資

金
条
例
を
整
備
す
る
も
の
。

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
学
校
教
育
法

等
の
改
正
に
よ
り
整
備
す
る
も
の
。

○
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行

政
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

・
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
関

係
条
例
を
整
備
す
る
も
の
。

○
幌
加
内
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
病
院
再
編
に
伴
い
整
備
す
る
も
の
。

○
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
病
院
再
編
に
伴
い
文
言
修
正
お
よ

び
定
年
退
職
の
特
例
に
関
わ
る
医
師

の
雇
用
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
。

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
行
政
不
服

審
査
法
等
の
整
備
に
伴
い
改
正
す
る

も
の
。

○
幌
加
内
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
自
然
災
害
等
に
よ
る
職
員
の
本
手

当
お
よ
び
へ
き
地
医
療
の
医
師
確
保

が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
関
係
条
例

を
整
備
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

こ
ん
な
こ
と
が

　
決
ま
り
ま
し
た

　
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
８
日
に
開
会
さ
れ
、
２
名
が
一
般
質
問
、
報
告
３
件
、
議
案
34

件
、
動
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
原
案
の
と
お
り
決
定
し
、
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
28
年　
第
１
回
定
例
会（
３
月
８・15・17
日
）新

規

条

例

条

例

改

正

条

例

改

正

補

正

予

算

こ
ん
な
こ
と
が

　
決
ま
り
ま
し
た

専

決

処

分
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○
幌
加
内
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
幌
加
内
町
診
療
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
幌
加
内
町
国
民
健
康
保
険
病
院
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
幌
加
内
町
国
民
健
康
保
険
病
院
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

・
病
院
再
編
に
伴
い
、
国
保
病
院
か

ら
一
般
診
療
所
に
変
更
と
な
る
た
め

改
正
す
る
も
の
。

・
高
額
療
養
費
貸
付
事
業
廃
止
に
よ

り
改
正
す
る
も
の
。

・
平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
幌
加
内

診
療
所
、
政
和
診
療
所
と
し
て
会
計

処
理
運
営
を
行
い
事
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

・
現
幌
加
内
町
国
民
健
康
保
険
病
院

が
再
編
す
る
こ
と
に
伴
い
廃
止
の
た

め
地
方
自
治
法
の
改
正
が
反
映
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も

の
。

○
幌
加
内
町
持
ち
家
建
設
促
進
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
幌
加
内
町
持
ち
家
建
設
促
進
条
例

の
安
定
化
を
図
る
こ
と
に
伴
い
改
正

す
る
も
の
。

※
制
度
の
詳
細
は
広
報
ほ
ろ
か
な
い

４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
規

定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
幌
加
内
町
第
７
次
総
合
振
興
計
画

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
基
本
構
想

策
定
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
る

こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

○
幌
加
内
町
第
７
次
総
合
振
興
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
の
件

・
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
36
年
度
ま

で
の
10
年
間
に
わ
た
る
本
計
画
の
策

定
目
的
、
構
成
と
期
間
、
計
画
推
進

に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
と
町
の
様

子
、
今
後
の
町
づ
く
り
の
計
画
を
策

定
す
る
も
の
。

○
幌
加
内
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
の
件

・
現
在
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
執
行
期
間
が
６
年
間
延
長

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
32
年
度

ま
で
の
計
画
を
策
定
す
る
も
の
。

○
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
の
件

・
旭
川
開
発
建
設
部
か
ら
旧
道
処
理

の
完
了
を
受
け
、
必
要
と
す
る
道
路

部
分
の
使
用
申
請
が
先
に
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
町
道
の
認
定
を
す
る
も

の
。（
旧
国
道
２
７
５
号
線
の
一
部
）

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
８
号)

・
個
別
業
務
シ
ス
テ
ム
改
良
業
務
委

託
料
等
を
追
加
し
た
が
、
地
域
集
積

協
力
金
交
付
事
業
補
助
金
や
道
営
幌

加
内
西
部
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
負
担
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
８
０

０
８
万
９
０
０
０
円
を
減
額
と
し

た
。

質
疑 

春
名
議
員

公
営
住
宅
わ
か
ば
団
地
の
建

設
工
事
費
が
２
割
ほ
ど
減
額

に
な
っ
た
要
因
は
。

 
住
民
課
長

当
初
予
算
で
は
、
２
棟
８
戸

と
し
１
棟
４
戸
を
ば
ら
ば
ら

に
積
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
経
費
的

な
関
係
か
ら
２
棟
分
を
合
算
し
て
発

注
し
た
こ
と
に
よ
り
、
基
礎
の
関
係

で
く
い
打
ち
工
法
が
取
り
や
め
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
減
額
と

な
っ
た
。

質
疑 

春
名
議
員

地
方
交
付
税
、
特
別
交
付
税

の
最
終
的
な
決
算
見
込
み

は
。

 

副
町
長

特
別
交
付
税
が
ま
だ
確
定
し

て
お
ら
ず
見
込
み
と
な
り
ま

す
が
、
交
付
税
全
体
で
23
億
８
７
８

８
万
円
の
試
算
と
な
り
、
留
保
財
源

の
予
定
は
１
億
６
０
０
０
万
円
ほ
ど

の
見
込
み
。

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
等
の

追
加
に
よ
り
、
１
０
７
万
円
を
増
額

と
し
た
。

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
の
確
定
に
よ
り
１
７
３
万
６
０
０

０
円
の
減
額
と
し
た
。

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
町
立
病
院
の
介
護
療
養
病
床
入
院

患
者
の
減
少
に
よ
る
施
設
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
や
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
な
ど
の
減
額
に
よ
り
１
３
５

０
万
円
を
減
額
と
し
た
。

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
国
民
健
康

保
険
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

・
償
却
資
産
の
建
物
に
、
未
償
却
と

し
て
き
た
資
産
が
あ
り
未
償
却
資
産

過
年
度
分
の
減
価
償
却
費
を
特
別
損

失
と
し
て
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、

特
別
損
失
１
億
６
７
１
４
万
８
０
０

０
円
を
追
加
と
し
た
。

○
平
成
27
年
度
幌
加
内
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

・
南
３
丁
目
の
宅
造
住
宅
内
で
の
漏

水
箇
所
修
理
等
の
た
め
23
万
１
０
０

０
円
の
増
額
と
し
た
。

　
委
員
会
の
質
疑
・
応
答
は
広
報
ほ

ろ
か
な
い
６
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

計
画
の
策
定

路

線

認

定

補

正

予

算

予
算
審
査
特
別

委
員
会
の
設
置

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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質
問
１

「
幌
加
内
そ
ば
」
等
を
町
内

の
農
業
、
商
業
、
学
校
、
行

政
の
農
商
学
官
の
連
携
を
も
と
に
加

工
し
、
ま
る
ご
と
幌
加
内
を
味
わ
っ

て
も
ら
い
六
次
産
業
を
生
み
育
て
る

こ
と
で
、
付
加
価
値
の
波
及
効
果
を

広
め
る
取
り
組
み
が
急
が
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
？

　
ま
た
、
幌
加
内
そ
ば
の
六
次
産
業

化
を
進
め
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
波

及
効
果
が
あ
る
の
か
？

答
弁 

町
長

「
ほ
ろ
か
な
い
そ
ば
」
の
経

済
効
果
に
つ
い
て
過
去
に
何

度
か
試
算
を
し
た
。
ま
た
昨
年
11
月

に
札
幌
で
石
破
地
方
創
生
大
臣
と
お

会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
の
地
方

創
生
の
取
り
組
み
を
何
点
か
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
ば
に
つ
い
て
の

経
済
効
果
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
い
た
。

　
そ
の
試
算
で
は
年
に
よ
っ
て
変
わ

る
が
昨
年
実
績
で
種
子
を
差
し
引
い

て
、
約
５
万
６
２
０
０
俵
を
販
売
で

き
、
仮
に
１
表
１
万
２
０
０
０
円
と

し
た
場
合
、
原
そ
ば
で
６
億
７
４
０

０
万
円
に
な
る
。
原
そ
ば
を
製
粉

し
、
そ
ば
粉
に
し
た
場
合
は
、
１
７

７
０
ｔ
の
そ
ば
粉
が
で
き
国
産
最
高

級
そ
ば
粉
と
い
う
こ
と
で
、
仮
に
１

キ
ロ
単
価
１
０
０
０
円
で
販
売
し
た

と
す
れ
ば
、
17
億
７
０
０
０
万
円
に

な
る
。
そ
の
そ
ば
粉
を
店
に
出
し
て

「
そ
ば
」
と
し
て
提
供
す
る
と
約
１

０
３
億
超
え
と
な
る
。

　
ま
た
、
地
元
で
は
ど
の
く
ら
い
お

金
が
落
ち
て
い
る
の
か
と
い
う
試
算

で
は
、
町
内
で
も
製
粉
の
加
工
業
者

が
随
分
増
え
て
い
て
、
お
店
で
出
す

そ
ば
等
を
推
計
す
る
と
、
９
億
円
程

度
と
い
う
こ
と
で
推
計
し
て
い
る
。

　
今
後
は
「
幌
加
内
そ
ば
」
全
量
を

地
元
で
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

ま
ず
不
可
能
で
す
が
地
元
の
取
り
組

み
も
進
ん
で
き
て
い
る
の
で
、
更
に

六
次
化
産
業
に
進
め
ま
し
て
新
し
い

雇
用
創
出
、
地
域
の
活
性
化
に
結
び

付
け
た
い
。

　
質
問
２

現
在
本
町
に
お
け
る
登
録
品

種
の
そ
ば
「
ほ
ろ
み
の
り
」

を
独
自
に
活
か
し
て
、
お
米
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
森
林
に
あ
る
山
菜
、
こ
れ

ら
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
幌
加
内
限
定

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
加
工
販
売
を
見
据

え
た
取
り
組
み
と
専
門
部
署
を
創
設

し
て
は
ど
う
か
？

答
弁 

町
長

ほ
ろ
み
の
り
の
作
付
面
積
１

５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
で
全

体
の
５
パ
ー
セ
ン
ト
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
１
部
、
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て

の
宣
伝
要
素
が
多
く
町
外
へ
も
出
荷

し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
全
量
が
町
内
で

消
費
を
し
て
い
る
の
で
希
少
価
値
が

出
て
一
定
の
人
気
も
保
た
れ
て
い

る
。
仕
掛
け
方
に
よ
っ
て
は
、
ま
だ

ま
だ
お
も
し
ろ
い
素
材
だ
と
思
う
。

　
も
う
一
点
は
幌
加
内
町
の
他
の
農

産
物
を
活
か
し
て
加
工
や
販
売
。
こ

れ
は
当
然
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
、
行
政
と
し
て
は

振
興
公
社
の
設
置
条
例
に
書
か
れ
て

い
る
農
産
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
と
い

う
名
称
の
も
と
開
発
や
販
売
な
ど
公

社
で
担
う
と
こ
ろ
な
の
で
、
そ
の
機

能
を
公
社
の
方
で
強
化
を
し
て
進
ん

で
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
検
討
を

し
て
い
る
。

　
再
質
問

ほ
ろ
か
な
い
そ
ば
の
品
種
キ

タ
ワ
セ
ソ
バ
で
す
が
、
こ
れ

は
全
国
ど
こ
で
も
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
本
町
が
わ
ざ
わ
ざ
登

録
品
種
（
ほ
ろ
み
の
り
）
と
し
て
い

る
も
の
を
、
な
ぜ
幌
加
内
は
活
か
し

て
い
け
な
い
の
か
。

　

加
工
施
設
と
し
て
振
興
公
社
が

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
振
興
公
社
が
今
後
、
そ
の
取
り

組
み
で
き
る
体
制
に
あ
る
の
か
地
域

創
生
と
言
わ
れ
る
な
か
で
本
町
が
今

後
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
こ
の
点
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁 

町
長

ほ
ろ
み
の
り
と
い
う
素
材

は
、
平
成
16
年
３
月
３
日
に

幌
加
内
町
と
し
て
種
苗
登
録
を
し

た
。

　
そ
の
特
徴
と
し
て
は
そ
ば
の
花
は

無
限
新
育
成
と
い
う
こ
と
で
次
か
ら

次
に
花
が
咲
く
の
で
非
常
に
収
穫
期

が
難
し
く
、
有
限
新
育
成
で
一
気
に

開
花
し
て
、
一
気
に
結
実
す
る
こ
と

で
収
量
の
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
品
種
。

町
が
種
苗
登
録
を
し
た
後
に
、
当
時

ほ
ろ
み
の
り
を
ど
う
す
る
か
は
農
協

と
も
相
談
を
し
た
。
そ
れ
は
キ
タ
ワ

セ
と
混
搬
し
て
、
生
産
者
の
収
量
を

上
げ
る
の
か
、
あ
る
い
は
ほ
ろ
み
の

り
を
単
品
で
売
り
出
し
て
い
く
の
か

町
と
し
て
は
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ

ん
。

　
当
時
の
農
協
と
し
て
は
、
ほ
ろ
み

の
り
は
単
独
で
販
売
を
進
め
る
と
の

こ
と
で
、
振
興
公
社
が
開
発
部
門
を

担
っ
て
い
る
。
振
興
公
社
が
で
き
た

当
時
は
、
私
も
直
接
職
員
と
し
て
関

わ
っ
て
き
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
作
っ
て
営
業
に
回
っ
て
も
、
行
政

と
し
て
の
壁
が
あ
っ
た
。
特
に
、単

価
一
つ
決
め
ず
販
売
し
、一
般
会
計

に
通
す
、
あ
る
い
は
条
例
化
す
る
。

こ
う
い
っ
た
煩
雑
な
要
素
が
あ
っ
た

の
で
振
興
公
社
に
し
た
。
開
発
は
行

政
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、
力
を
入
れ

て
頑
張
る
が
今
現
在
、
振
興
公
社
に

能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら

ま
た
検
討
し
て
一
緒
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
公
社
だ
け
で
で
き
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
皆
さ

ん
、
農
協
の
皆
さ
ん
、
商
工
会
の
皆

さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

く
ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
、
行
政
の
役
割
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

そ
ば
を
活
用
し
た
地

域
振
興
は
？

六
次
化
産
業
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
邁
進

し
た
い
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質
問
３

昨
年
、
交
流
プ
ラ
ザ
の
そ
ば

店
に
お
い
て
行
政
お
よ
び
地

元
の
そ
ば
打
ち
団
体
等
の
協
力
を
借

り
て
10
月
に
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
感
謝
祭

が
開
催
さ
れ
好
評
の
う
ち
に
終
わ
り

ま
し
た
。

　
地
元
で
手
打
ち
そ
ば
や
様
々
な
事

業
を
展
開
す
る
団
体
が
あ
る
と
す
れ

ば
専
門
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
そ
ば
店
な

ど
を
本
町
に
作
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
？

答
弁 

町
長

昨
年
、
実
施
し
ま
し
た
そ
ば

フ
ェ
ス
タ
。
こ
れ
は
各
関
係

団
体
の
協
力
を
得
ま
し
て
２
ヶ
月
間

に
わ
た
り
延
べ
12
日
間
、
１
５
０
０

食
ち
ょ
っ
と
を
売
り
上
げ
非
常
に
盛

会
だ
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　
町
内
に
は
有
段
者
が
沢
山
い
て
、

新
そ
ば
ま
つ
り
や
町
外
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
「
幌
加
内
町
そ
ば
」
の
発
信

に
絶
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
感
謝
す
る
。

　
現
在
、
交
流
プ
ラ
ザ
の
空
き
店
舗

に
つ
い
て
は
入
っ
て
い
た
だ
け
る
テ

ナ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
る
。

　
先
般
、
全
道
版
に
な
っ
た
と
こ
ろ

何
件
か
問
い
合
わ
せ
が
き
て
い
る

が
、
や
は
り
通
年
営
業
で
き
る
テ
ナ

ン
ト
に
入
っ
て
も
ら
う
の
が
ベ
ス
ト

だ
と
考
え
て
い
る
。
交
流
プ
ラ
ザ
に

つ
い
て
は
フ
ー
ド
コ
ー
ト
的
な
場

所
、
昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
も
好
評
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
検
討
し

て
い
く
。

　
質　
問

連
日
の
降
雪
に
よ
っ
て
国
道

２
７
５
号
線
、
国
道
脇
だ
け

で
は
な
い
が
雪
山
に
な
っ
て
一
般
の

地
上
設
置
の
道
路
標
識
は
ほ
と
ん
ど

隠
れ
て
見
え
な
い
。

　
本
町
は
６
ヶ
月
に
も
及
ぶ
長
い
冬

の
期
間
が
あ
り
今
ま
で
も
町
内
会
、

自
治
区
等
に
よ
っ
て
何
度
も
関
係
機

関
に
要
望
を
提
出
し
、
こ
の
道
路
標

識
の
改
修
も
含
め
て
安
全
性
を
高

め
る
要
望
を
あ
げ
て
き
た
。
国
道

２
７
５
号
線
は
本
町
で
も
主
要
な
道

路
で
あ
り
、
小
中
学
校
の
通
学
路
に

も
な
っ
て
い
る
。
当
然
、
歩
道
の
除

雪
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
交
差
点
等
々

に
お
い
て
は
車
両
か
ら
の
認
識
、
ま

た
歩
行
者
か
ら
も
十
分
認
識
さ
れ
に

く
い
状
況
で
も
あ
る
。

　
遠
方
か
ら
で
も
通
行
車
両
が
認
識

し
や
す
く
、
ま
た
交
通
事
故
へ
の
啓

発
の
う
え
で
も
道
路
頭
上
に
道
路
標

識
の
設
置
を
強
く
望
む
が
、
地
元
住

民
の
要
望
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
の
か
？

答
弁 

町
長

今
年
は
、
国
道
脇
の
雪
山
も

例
年
に
な
い
高
さ
に
な
っ
た
。

　
２
月
に
幌
加
内
自
治
区
長
か
ら
道

路
標
識
が
除
雪
に
よ
り
雪
に
埋
も
れ

て
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
連
絡

を
受
け
、
建
設
課
か
ら
開
発
局
へ
道

路
標
識
付
近
の
除
雪
を
お
願
い
し
た
。

　
標
識
の
設
置
位
置
に
つ
い
て
は
公

安
委
員
会
で
管
轄
し
て
い
る
の
で
幌

加
内
駐
在
所
を
通
じ
て
標
識
を
高
く

し
て
も
ら
え
る
よ
う
強
く
要
望
し
て

い
る
。
ま
た
公
安
委
員
会
か
ら
す
る

と
、
ひ
と
つ
峠
を
越
え
た
と
き
雪
の

量
が
違
う
の
を
認
識
し
て
も
ら
う
の

が
難
し
い
の
で
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
。

　
質
問
１

町
長
の
施
政
方
針
の
中
で
農

業
後
継
者
の
配
偶
者
確
保
対

策
に
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
新
年
度

予
算
に
お
い
て
、
農
業
後
継
者
交
流

補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

特
に
近
年
は
後
継
者
が
Ｕ
タ
ー

ン
、
新
規
就
農
の
形
で
沢
山
帰
っ
て

き
て
い
る
。

　
後
継
者
が
配
偶
者
を
得
て
親
世
代

と
離
れ
新
居
を
建
て
る
場
合
に
は
持

ち
家
制
度
に
更
に
う
わ
の
せ
し
て
、

助
成
額
を
あ
げ
る
な
ど
、
大
胆
な
対

策
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
新
た
な
取
り
組
み
や
企
画
が
あ
る

の
か
。

答
弁 

町
長

本
町
の
農
業
後
継
者
で
配
偶

者
が
お
ら
れ
な
い
方
で
現
在

経
営
主
に
な
っ
て
い
る
方
を
含
め
て

19
名
程
度
と
考
え
て
い
る
。

　
新
年
度
予
算
で
農
業
担
い
手
対
策

費
と
し
て
交
流
補
助
金
を
計
上
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
農
協
で

開
催
し
て
い
る
交
流
会
事
業
に
対
し

て
の
補
助
金
の
予
算
計
上
で
あ
る
。

こ
の
交
流
会
事
業
は
年
に
３
回
程
開

催
さ
れ
て
お
り
、
３
回
の
内
１
回
は

幌
加
内
町
ふ
れ
あ
い
の
家
で
開
催
を

さ
れ
朱
鞠
内
湖
や
そ
ば
関
連
施
設
の

視
察
な
ど
も
含
め
て
幌
加
内
町
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
る

の
で
引
き
続
き
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。
安
定
し
た
農
業
経
営
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
家

庭
の
構
築
、
家
族
の
支
援
こ
れ
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
当
に
対
策
が
必
要
と
す
る
後
継
者

の
発
掘
、
そ
れ
を
お
世
話
す
る
人
材

の
育
成
、
活
用
を
積
極
的
に
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
本
町
の
場
合
は
商
工
業
者
も
含
め

て
同
じ
よ
う
に
配
偶
者
の
確
保
に
困

難
を
極
め
て
い
る
方
が
沢
山
い
る
。

町
の
定
住
対
策
、住
環
境
の
整
備
、子

ＱＡ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

国
道
２
７
５
号
の
道

路
標
識
設
置
改
修

は
？

標
識
の
設
置
位
置
に

つ
い
て
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い

ＱＡ

農
業
後
継
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配
偶

者
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保
対
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す
る
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材
の

育
成
活
用
を
積
極
的

に
図
っ
て
い
き
た
い

一
般
質
問

ＱＡ
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育
て
支
援
の
拡
充
な
ど
、
意
欲
あ
る

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
質
問
２

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
の
問

題
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
当

初
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
経
年

と
共
に
正
職
と
臨
職
と
の
相
当
の
格

差
が
で
て
く
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
地
方
公
務
員
法
と
の
関
係
で
言

え
ば
１
年
以
上
の
雇
用
に
つ
い
て
は

正
職
員
と
し
て
雇
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い

る
。
長
期
に
わ
た
る
職
員
の
採
用
に

つ
い
て
基
本
的
に
は
正
職
員
と
し
て

採
用
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た

臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り

正
職
員
と
し
て
採
用
す
る
。
正
職
と

し
て
採
用
で
き
な
い
場
合
で
も
基
本

給
や
ボ
ー
ナ
ス
、
各
種
手
当
て
な
ど

正
職
員
と
の
格
差
を
少
し
で
も
縮
小

す
る
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
基
本
的
な
姿
勢

あ
る
い
は
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て

考
え
る
と
こ
ろ
を
お
伺
い
し
た
い
。

答
弁 

町
長

今
現
在
の
臨
時
職
員
の
実
態

で
は
本
年
度
の
一
般
会
計
に

お
い
て
臨
時
職
員
は
47
名
。
期
間
限

定
、
冬
期
間
の
除
雪
関
係
で
12
名
、

夏
場
の
１
０
０
年
公
園
管
理
で
２

名
、
こ
れ
を
引
く
と
通
年
雇
用
が
33

名
と
な
っ
て
い
る
。

　
臨
時
職
員
を
正
職
員
に
採
用
す
べ

き
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
雇
用
す
る
際
に
は
条
件
等
を
示
し

職
務
内
容
も
基
本
的
に
は
比
較
的
責

任
の
負
わ
な
い
業
務
内
容
と
し
て
お

り
、
ま
た
、
免
許
、
資
格
こ
う
い
っ

た
も
の
が
必
要
で
特
殊
な
業
務
に
つ

い
て
は
賃
金
面
で
も
一
定
の
差
を
つ

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
現

在
、
臨
時
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
納
得

を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
勤
め
ら
れ
て
い
る
臨
時
職

員
を
、
そ
っ
く
り
ス
ラ
イ
ド
し
て
正

職
員
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
賃
金
格
差
は
最
近
職
員
の

改
定
率
マ
イ
ナ
ス
勧
告
が
あ
っ
て
も

マ
イ
ナ
ス
に
は
し
て
い
な
い
。
ま
た

年
末
に
は
一
定
の
報
償
金
の
支
給
を

し
て
い
る
。

　
新
年
度
に
お
い
て
は
一
般
事
務
職

に
つ
い
て
は
経
験
年
数
に
よ
り
従
来

日
給
だ
っ
た
も
の
を
月
給
に
す
る
こ

と
で
単
純
計
算
で
８
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
改
善
に
な
る
。
私
自
身
は
更
に

賃
金
面
で
も
改
善
は
必
要
と
い
う
こ

と
で
今
あ
る
区
分
を
、
も
う
少
し
細

分
化
し
て
経
年
と
共
に
少
し
ず
つ
上

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
る
。

　
近
年
、
異
常
気
象
で
災
害
が
増

え
て
来
て
い
る
中
、
ま
た
も
未
曾

有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地

震
が
発
生
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
方

に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
と
共
に
１
日
も
早
い
復
興
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
「
そ
ば
」
に
よ
り
町
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
民
の
皆

様
は
も
と
よ
り
行
政
機
関
、
関
係

団
体
等
に
長
い
間
、
支
え
て
頂
き

そ
の
活
動
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

幌
加
内
町
の
発
展
の
た
め
に

は
、
行
政
と
議
会
は
車
の
両
輪
の

よ
う
に
同
じ
方
向
を
向
き
進
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
に
安
定
性
を
出
す
た

め
に
は
、
そ
こ
で
働
く
役
場
職
員

と
我
々
住
民
が
加
わ
っ
た
四
輪
駆

動
で
町
の
発
展
を
築
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
今
、
新

し
い
ふ
れ
あ
い
社
会
の
実
現
を
目

指
す
に
は
、
地
域
で
支
え
合
う
体

制
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
が
仲
間
づ
く
り
を
積
極
的

に
進
め
地
域
の
人
た
ち
の
交
流
の

場
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
）
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を

大
事
に
し
て
「
自
ら
活
動
し
て
他

を
動
か
し
む
る
は
長
寿
な
り
」
を

常
に
己
の
進
路
に
求
め
、
微
力
で

す
が
、
地
域
振
興
、
発
展
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 小

林　
四
郎
さ
ん

わ
た
し
の
一
言

Ｑ

Ａ

臨
時
職
員
の
待
遇
改

善
に
つ
い
て

更
に
賃
金
面
で
の
改

善
は
必
要

ＱＡ

★　議会を傍聴してみませんか　★
　定例会は３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。傍聴の手続きは簡単、
受付簿に「住所」「氏名」を書いていただけでば結構です。

・第１回定例会　３月中旬　　　・第２回定例会　６月中旬～下旬
・第３回定例会　９月中旬　　　・第４回定例会　12月中旬～下旬

議会の
開　催
時　期

議会事務局／役場３階　☎ 0165-35-2121（内線373）

2016.525



広報ほろかない５月号
2016 MAY № 725

　
八
寝
八
勤
八
勝
負
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
意
味
は
、
１
日
24
時

間
の
う
ち
、
周
り
の
皆
さ
ん
は
ほ
ぼ
共
通
に
、
８
時
間
の
睡
眠
と
８
時

間
の
仕
事
（
学
生
で
は
勉
強
）
を
し
て
い
ま
す
。

　
残
り
の
８
時
間
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
は
あ
な
た
次
第
で
す
。
ま
さ

に
勝
負
の
時
間
で
す
。

　
学
ぶ
こ
と
も
、
遊
ぶ
こ
と
も
、
休
む
こ
と
も
大
切
な
時
間
で
す
。
有

限
の
時
間
を
大
切
に
、
有
意
義
に
使
う
こ
と
を
心
が
け
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

2016-5　№ 725　平成28年５月号

（4月末現在）

世帯数 815世帯
（前月比＋25）

人　口 1,567人
（前月比＋17）

　　男 778人
　女 789人

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
４
月
６
日　
猪
谷　
祐
介　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
髙
畑　
　
恵　
さ
ん

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◆
一
般
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
◆

　
４
月
18
日　
原
井　
美
佳　
様
（
札
幌
市
）

　
４
月
21
日　
中
山　
　
孝　
様
（
江
別
市
）

　
４
月
25
日　
三
嶋　
康
司　
様
（
宮
城
県
）

　
４
月
25
日　
小
柳　
伸
司　
様
（
札
幌
市
）

●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

ひ
と
の
う
ご
き

今月の表紙
　４月２３日（土）、テレ
ビ番組「ブギウギ専務」
をはじめ、多数のＣＭ
出演などで、今や全国
区のタレントとして活躍
されている上杉周大氏
が、幌加内そばの里大
使に就任されることに
なりました。政和地区
には大使の畑でそばを育てますので、ぜひ見に来てください！

上杉周大氏、そばの里大使就任！
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